
◎議会を傍聴するときは、次のことを守ってください。
　 議員の発言を批判したり、議事を妨害しない。

　 帽子、コートなどを着用したり、かさ、カメラ、録音機などを持ち込まない。

＊傍聴希望の方は、議会事務局へお申し出ください。

　次の定例会は、
　　　　　６月に開催されます
お気軽に傍聴ください。（定員は30名です）

第229号
令和３年５月１日

   川内村議会事務局
       TEL 0240-38-3803
       FAX 0240-38-2116

   〒 979-1292
　双葉郡川内村
　　　大字上川内字早渡11-24議会だより議会だより
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◆令和２年度川内村一般会計補正予算(第７号)
　　�既定の歳入歳出予算の総額に11億9,466万円を減額し、予算の総額を100億2,369万５千円とし

た。減額となった主な歳出は、台風19号に伴う復旧費関係と除染委託事業費など。

◆令和２年度川内村国民健康保険事業勘定特別会計補正予算(第３号)
　　既定の歳入歳出予算の総額に3,8733万３千円を増額し、予算の総額を５億2,041万円とした。

◆令和２年度川内村国民健康保険直営診療施設勘定特別会計補正予算(第３号)
　　既定の歳入歳出予算の総額に104万円を増額し、予算の総額を１億9,438万６千円とした。
　　既定の歳出額内での補正で額に変更はなく、予算の総額は１億9,480万４千円です。

◆令和２年度川内村介護保険事業勘定特別会計補正予算（第３号）
　　既定の歳入歳出予算の総額に406万２千円を増額し、予算の総額を５億8,507万７千円とした。

◆令和２年度川内村後期高齢者医療特別会計補正予算(第２号)
　　既定の歳入歳出予算の総額に359万６千円を増額し、予算の総額を7,542万５千円とした。

◆川内村国民健康保険条例の一部を改正する条例について

◆�川内村復興関連村有農業用施設等の貸付等に関する条例の一部を改正する条例に
ついて

◆川内村若者定住促進住宅条例の一部を改正する条例について

◆川内村定住促進住宅条例の一部を改正する条例について

◆川内村定住促進アパート管理基金条例の一部を改正する条例について

◆川内村介護保険条例の一部を改正する条例について

令和３年度　一般会計当初予算額
44億 3,900万円可決 !!
令和３年第１回定例会　３月８日から11日まで開催

令和３年度予算、令和２年度補正予算、条例改正など38議案等が提出審議され全議案可決！

　令和３年第１回議会定例会は、令和３年３月８日から 11 日までの４日間の会期で開催された。

村長から提案された人事案件、条例の制定、改定、一般会計・特別会計補正予算、当初予算など

38 議案等を審議し、原案どおり可決した。また、３月８日には６名の議員が一般質問を行った。

可決された議案
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◆認定こども園設置条例の一部を改正する条例について

◆かわうち興学塾の利用に係る使用料条例の一部を改正する条例について

◆�川内村議会議員及び川内村長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の
制定について

◆�令和３年度東日本大震災等による被災者に対する国民健康保険税等の減免に関す
る条例の制定について

◆川内村村民テニスコート条例の制定について

◆工事請負変更契約の締結について　（第63号　災害復旧工事　宇津川１号）

◆工事請負変更契約の締結について　（第64号　災害復旧工事　宇津川２号）

◆工事請負変更契約の締結について　（第68号　災害復旧工事　小四太郎川）

◆工事請負変更契約の締結について　（第69号　災害復旧工事　長綱川２号）

◆工事請負変更契約の締結について　（第70号　災害復旧工事　東小猿合川３号）

◆工事請負変更契約の締結について　（第74号　農地等災害復旧工事　東山１号）

◆財産の処分について

◆令和３年度　川内村一般会計予算
　　予算額を44億3,900万円と定めた。

◆令和３年度　川内村国民健康保険事業勘定特別会計予算
　　予算額を４億5,515万４千円と定めた。

◆令和３年度　川内村国民健康保険直営診療施設勘定特別会計予算
　　予算額を１億6,366万円と定めた。

◆令和３年度　川内村農業集落排水事業特別会計予算
　　予算額を１億1,585万５千円と定めた。

◆令和３年度　川内村介護保険事業勘定特別会計予算
　　予算額を５億2,316万９千円と定めた。 

可決された議案
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◆令和３年度　川内村後期高齢者医療特別会計予算
　　予算額を7,156万５千円と定めた。

◆川内村農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて
　遠藤　雄夫氏　（上川内字前谷地）
　古内ヤス子氏　（上川内字国見）
　猪狩　安博氏　（上川内字舘屋）
　菅波　美砂氏　（下川内字坂シ内）
　西山　文夫氏　（下川内字上ノ台）
　渡邉　昭男氏　（下川内字上ノ台）
　佐久間靖男氏　（下川内字原）
　河原　修一氏　（下川内字南）
　の８名を適任者として全会一致で同意。
　任期は令和３年７月８日から３年間（全員賛成で同意）

◆人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
　人権擁護委員に上川内字中里128番地、秋元　洋子氏が再任、任期は令和３年７月１日から３年間
　（全員賛成で同意）

令和３年度 一般会計及び特別会計 当初予算
（単位：千円）

会　　計　　別 令和３年度 前　年　度 比　　　較

一　般　会　計 4,439,000 9,348,000 ▲4,909,000

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険 455,154 425,052 30,102

国 保 直 営 診 療 所 163,660 161,750 1,910

農業集落排水事業 115,855 104,398 11,457

介 護 保 険 事 業 523,169 517,430 5,739

介護サービス事業 0 1 ▲1

後 期 高 齢 者 医 療 71,565 71,568 ▲3

計 1,329,403 1,280,199 49,204

合　　　　　　　計 5,768,403 10,628,199 ▲4,859,796

可決された議案
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　�　はじめに、去る２月13日に発生しました地震により、被害を受けられました皆様に、お見舞いを
申し上げます。
　�　三寒四温　そして二十四節気の啓蟄もすぎ、春の訪れを感じる今日この頃でございますが、新型
コロナウイルス感染症につきましては、全国的に新規感染者数が減少傾向にあるものの、首都圏に
おいては新規陽性者の減少スピードが鈍化しており、収束が見通せない状況から緊急事態宣言が
２週間延長になったところであります。
　�　議員の皆様をはじめ村民皆様には、これまでも感染防止に取り組んでいただいておりご不自由
な生活を強いられておりますこと、心苦しく思っております。引き続き、村民一丸となってこの困
難、難局を乗り越えていけるよう、ご協力をお願い申し上げます
　�　また今後は、ワクチンの接種に向けた取り組みが大変重要となることから国の動向を注視しな
がら円滑な接種に向けて準備を進めてまいります。
　�　あの震災、原発事故から10年が過ぎようとしております。昨年は、双葉町や大熊町、富岡町の帰
還困難区域の一部解除やJR常磐線の全線運転再開、東日本大震災・原子力災害伝承館の開館など、
復興が次のステージに進んでいくのを実感しております。
　�　村の中を見れば、村内生活者については、今年３月１日現在、81.5㌫となっております。しかし、
若い世代の帰村率は依然低く、少子高齢化が一段と進むことが懸念され、今後の大きな課題でもあ
ります。

村からの行政報告

〇除染廃棄物仮置場原形復旧工事………………………………�３億4,280万円

� （災害復旧費）

〇プレミアム付商品券事業……………………………………………�5,500万円

　　昨年度に引き続き今年度も商品券を販売します。

　　　（上限　１人　60,000円　⇒　90,000円）� （商工費）

〇YO-TASHI駐車場整備事業……………………………………… 4,000万円

　　県道小野富岡線改良工事によるYO-TASH駐車場減少に伴う駐車場整備事業

� （農林水産業費）

〇川内村醸造施設整備事業…………………………………………… 4,548万円

　　�醸造施設敷地内の駐車場整備事業等です。� （農林水産業費）

〇ふくしま森林再生事業等………………………………………�３億3,600万円

　　森林を整備します。� （農林水産業費）

《令和３年度の主な事業》
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　�　復興が進む一方で、未だ２割の住民が村を離れているという厳しい現実を受け止め、この10年
間の経験を活かし人口減少や少子高齢化等直面している課題に対応し、新たな村づくりに全力で
取り組んでまいります。

　�　それでは、行政報告として12月定例議会後の村の状況等を報告させていただきます。

１．要望活動

　�　はじめに、要望活動でありますが、12月17日には、横山信一復興副大臣が来庁され、渡邉一夫議
長にも同席をいただき、原発事故に伴う減免等特例措置の継続、移住・定住促進のための施策の充
実等６項目について、要望を行いました。

　�　次に、２月13日の深夜に発生した福島県沖地震について　でありますが、マグニチュード7.3、
本村における震度は６弱を観測したことから、災害対策本部を設置し、被害状況の情報収集や対策
等について協議したところであります。村内の被害状況につきましては、人的被害は無く、住宅被
害が、屋根瓦の損壊や壁等への亀裂が入ったなどの一部損壊が29棟との報告を受けております。
公共施設につきましては、天山文庫の漆喰壁の亀裂や書斎室の天井部の漆喰に落下の恐れがある
ため、天山文庫の入室を停止しております。また、建設中の醸造施設について、側壁の破損２箇所、
屋根破風の破損約50㍍の被害があり復旧には一部屋根の葺き替えも見込まれ、工事進捗の影響を
懸念しております。今回の地震では、上川内地区の第２、第３行政区を中心に被害が確認されたと
ころであります。

２．台風19号に伴う査定結果について

　�　次に、台風19号に伴う査定結果について　でありますが、昨年９月の定例議会において、台風19
号に伴う復旧状況をご説明申し上げましたが、その後の進捗状況についてご報告いたします。

　�　先ず、林道施設災害復旧工事は、９路線20箇所の復旧工事を令和２年４月28日発注し、工事を進
めてきましたが、今年２月26日全箇所復旧工事が完了し、林道施設の小災害復旧工事47箇所もす
べて完了したところであります。

　�　次に、公共土木施設災害復旧工事の進捗状況は、道路・河川合わせて77箇所全て発注し工事を進
めております。

　�　道路災害復旧工事は21箇所中19箇所が完了し復旧率は90.5％で、残る２箇所の復旧工事を進
めておりますが、この２カ所につきましては６月下旬完了を目指し工事を進めております。

　�　河川災害復旧工事は、56箇所中14箇所が完了し復旧率は25％で、残る42箇所の復旧工事を進
めているところであり、今年12月末までには全箇所の復旧が図れるよう工事を進めてまいります。

　�　公共施設小規模災害復旧については、203箇所の被災を受け、復旧工事を進めてきましたが、令
和２年12月末で全箇所の復旧が完了したところであります。

　�　次に、農地災害復旧工事の本災についてでありますが、査定決定箇所111地区の実施設計組み替
え作業と発注を行ってまいりましたが、２月末時点の発注地区は92地区で発注率が83％、未発注
地区が８地区となっております。その外７地区が自力復旧済であり、４地区が木戸川河川改修等に
より廃工となっております。また、農地・農業施設の小災害復旧につきましては、278箇所の復旧
工事を進めてまいりましたが、全箇所が復旧済みとなっております。

　�　以上が台風19号に伴います復旧状況でありますが、一日も早い復旧が図られるよう事業を進め
てまいります。
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３．除染廃棄物の搬出終了について

　�　次に、仮置場で保管しておりました除染廃棄物について　でありますが、平成23年11月から村
内の除染作業を進め、除去土壌等は中間貯蔵施設へ輸送するまでの間、一時的な保管場所として村
内10カ所に設置した仮置場で管理してまいりましたが、平成27年度から搬出が開始され、去る２
月４日　最後の除染廃棄物が搬出され、約31万袋全ての除染廃棄物の搬出が完了いたしました。
永年にわたり除染作業を進めていただいた地元復興組合及び関係機関の皆様、また、ご理解ご協力
いただいた村民の皆様に感謝を申し上げます。

４．開閉所農林業系廃棄物減容化処理施設の進捗状況について

　�　次に、開閉所農林業系廃棄物減容化処理施設について　でありますが、この施設は、環境省が東
京電力南いわき開閉所敷地内に、平成28年度に建設を着工し、29年８月から運用を開始いたしま
した。本村をはじめ県内24市町村から排出された農林業系廃棄物を焼却してきました。一時は、廃
棄物の経年変化と含水率の増加により業務工程に遅れが生じたことから、施設内に乾燥設備を導
入し、計画期間内完了を目途に進められておりましたが、去る３月２日、福島地方環境事務所長が
来庁し２月末ですべての廃棄物の焼却処理が完了した旨の報告を受けました。これまでに処理さ
れた廃棄物は３万9,610トンとのことであります。今後の予定としては適正な放射線管理及び周
辺環境対策に配慮しながら施設の解体・撤去を進め、今年９月末の撤去工事完了を目指すとのこと
であります。

５．教育関係行政報告

　�　教育関係の行政報告は、一連の教育環境整備事業の進捗状況を報告いたします。２月末現在で、
認定こども園と義務教育学校新増築工事は100%、校舎改修工事は98%、体育館防災機能強化工事
は95%、外構工事は88%で、何れも工期内完成が見込まれております。
　�　３月８日に一部の仮引渡しを受けて、引っ越し作業や備品搬入等の開校・開園準備を進めるとと
もに３月23日の小学校卒業式後に小・中学校の閉校式を、４月５日に義務教育学校「川内村立川内
小中学園」の開校式、認定こども園は３月27日に卒園式と閉園式、４月７日に新園舎の開園及び入
園式を実施する予定でおります。
　�　平成29年以来、本事業推進にご尽力たまわりました村教育環境整備推進委員会の皆様方には、
心から感謝を申し上げるとともに開校・開園をもって所期の目的を達することが見込まれること
から、３月16日に予定している第13回同会議をもって解散したいと考えております。今後につい
ては、学校運営協議会に役割を引き継ぎ、継続して教育環境整備に努めてまいります。
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大

井
出　

剛
弘

松
本　

勝
夫

新
妻　

幸
子

渡
邉　

一
夫

２ 令和２年度川内村一般会計補正予算 ( 第７号 ) 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

３ 令和２年度川内村国民健康保険事業勘定特別会計補
正予算 ( 第３号 ) 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

４ 令和２年度川内村国民健康保険直営診療施設勘定特
別会計補正予算 ( 第３号 ) 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

５ 令和２年度川内村介護保険事業勘定特別会計補正予
算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

６ 令和２年度川内村後期高齢者医療特別会計補正予算
( 第２号 ) 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

７ 川内村国民健康保険条例の一部を改正する条例について 可決 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 －

８ 川内村復興関連村有農業用施設等の貸付等に関する
条例の一部を改正する条例について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

９ 川内村若者定住促進住宅条例の一部を改正する条例
について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

10 川内村定住促進住宅条例の一部を改正する条例について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

11 川内村定住促進アパート管理基金条例の一部を改正
する条例について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

12 川内村介護保険条例の一部を改正する条例について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
13 認定こども園設置条例の一部を改正する条例について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

14 かわうち興学塾の利用に係る使用料条例の一部を改
正する条例について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

15 川内村議会議員及び川内村長の選挙における選挙運
動の公費負担に関する条例の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

16 令和３年度東日本大震災等による被災者に対する国
民健康保険税等の減免に関する条例の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

17 川内村村民テニスコート条例の制定について 可決 ○ ○ 〇 ○ 〇 ○ ○ 〇 ○ －

18 工事請負変更契約の締結について
（第 63 号　災害復旧工事　宇津川１号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

19 工事請負変更契約の締結について
（第 64 号災害復旧工事宇津川２号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

20 工事請負変更契約の締結について
（第 68 号災害復旧工事小四太郎川） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

21 工事請負変更契約の締結について
（第 69 号災害復旧工事長綱川２号） 可決 ○ ○ 〇 ○ 〇 ○ ○ 〇 ○ －

22 工事請負変更契約の締結について
（第 70 号災害復旧工事東小猿合川３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

23 工事請負変更契約の締結について
（第 74 号農地等災害復旧工事東山１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

24 財産の処分について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
25 令和３年度川内村一般会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
26 令和３年度川内村国民健康保険事業勘定特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

27 令和３年度川内村国民健康保険直営診療施設勘定特
別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

28 令和３年度川内村農業集落排水事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
29 令和３年度川内村介護保険事業勘定特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
30 令和３年度川内村後期高齢者医療特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

31 川内村農業委員会委員の任命につき同意を求めるこ
とについて（遠藤雄夫氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

32 川内村農業委員会委員の任命につき同意を求めるこ
とについて（古内ヤス子氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

33 川内村農業委員会委員の任命につき同意を求めるこ
とについて（猪狩安博氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

34 川内村農業委員会委員の任命につき同意を求めるこ
とについて（菅波美砂氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

35 川内村農業委員会委員の任命につき同意を求めるこ
とについて（西山文夫氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

36 川内村農業委員会委員の任命につき同意を求めるこ
とについて（渡邉昭男氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

37 川内村農業委員会委員の任命につき同意を求めるこ
とについて（佐久間靖男氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

38 川内村農業委員会委員の任命につき同意を求めるこ
とについて（河原修一氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

諮問
１

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについ
て （秋元洋子氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

■各議員による採決状況
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〇一般質問の内容

通告順 議　員 質 問 事 項

１ 井出　剛弘
１．有害鳥獣駆除対策について
２．台風 19 号による復旧工事について

２ 佐久間武雄 １．森林の放射性物質対策について

３ 高野　恒大
１．幹線道路等の補修整備について
２．空き家の利活用対策について

４ 坪井　利之
１．�川内村における新型コロナウイルス感染予防接種に

ついて
２．川内村移住支援事業について

５ 高野　政義 １．森林の整備について

６ 井出　　茂
１．新型コロナウイルスのワクチン接種について
２．空家対策について
３．外出支援サービスについて

※�今回の一般質問は、一問一答方式で行われ質問者の持ち時間は 60 分以内で、納得いく
まで質問、答弁が繰り返し行われました。

一 般 質 問 ６名の議員が村の考えを質す

村政を問うここを
質す

一般質問



（11）令和３年５月１日 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          かわうち議会報            かわうち議会報 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          令和３年５月１日（10）

こ
こ
が

聞
き
た
い　

議
員

６
名
が
登
壇

い
る
の
か
。
ま
た
、
川
内
村
有
害
鳥
獣

捕
獲
員
と
し
て
罠
の
み
の
免
許
取
得
者

は
認
め
ら
れ
な
い
の
か
。
こ
の
イ
ノ
シ

シ
捕
獲
に
必
要
な
免
許
を
取
得
す
る
に

あ
た
り
村
と
し
て
補
助
金
と　
あ
わ
せ

て
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
地
の
畦
畔
等

へ
の
被
害
に
対
す
る
村
の
復
旧
支
援
等

が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
村
長
の
今

後
の
イ
ノ
シ
シ
対
策
に
つ
い
て
お
伺
い

し
ま
す
。

答
初
め
に
、
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
に

つ
い
て　

で
あ
り
ま
す
が
、
１
点

目
の
、イ
ノ
シ
シ
被
害
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
24
年
４
月
か
ら
本
年
２
月
末
日
ま
で

の
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
届
の
件
数
は
、

93
件　

捕
獲
数
が
２
，
６
５
１
頭
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

年
度
別
の
被
害
届
件
数
と
捕
獲
数
は
、

平
成
24
年
度
が
12
件　

52
頭
、
平
成
25
年

度
が
10
件　

２
５
９
頭
、
平
成
26
年
度
が

10
件　

３
１
２
頭
、
平
成
27
年
度
が
12
件　

１
６
６
頭
、
平
成
28
年
度
が
13
件　

２
９

８
頭
、
平
成
29
年
度
が
８
件　

93
頭
、
平

井出　剛弘議員

有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
に
つ
い
て

質
震
災
か
ら
10
年
が
経
過
し
、
人
口

減
少
や
高
齢
化
に
伴
い
、
さ
ら
に

遊
休
農
地
の
増
加
な
ど
に
よ
り
鳥
獣
、
特

に
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
が
農
地
に
限
ら
ず
家

屋
周
辺
の
生
活
環
境
ま
で
お
よ
ん
で
い
る

状
況
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
２
点
に
つ
い

て
お
伺
い
し
ま
す
。

①�

イ
ノ
シ
シ
の
被
害
等
に
つ
い
て
行
政
が

帰
還
し
た
平
成
24
年
４
月
か
ら
令
和
３

年
２
月
ま
で
の
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害

届
の
件
数
と
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
数
に
つ

い
て
年
度
ご
と
に
、
お
願
い
し
ま
す
。

②�

村
長
が
委
嘱
さ
れ
る
有
害
鳥
獣
捕
獲
隊

は
、
現
在
何
名
委
嘱
さ
れ
て
、
有
害
鳥

獣
対
策
に
ど
の
程
度
の
予
算
と
な
っ
て

成
30
年
度
が
10
件　

５
３
３
頭
、
令
和
元

年
度
が
９
件　

４
８
８
頭
、
今
年
度
２
月

28
日
現
在
で
９
件　

４
５
０
頭
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

２
点
目
の
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
隊
員
数

は
、
今
年
度
は
８
名
を
委
嘱
し
て
お
り
ま

す
。
有
害
鳥
獣
対
策
に
係
る
費
と
し
ま
し

て
は
、
今
年
度
予
算
額
は
、
１
，
６
２
５

万
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
主
な
支
出

項
目
と
し
ま
し
て
は
、

・�

イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
報
償
費
と
し
て
１
，

５
０
０
万
円
（
２
５
，
０
０
０
円
／
頭

×
６
０
０
頭
）

・�

有
害
鳥
獣
捕
獲
隊
出
動
報
酬
と
し
て
60

万
円
（
10
人
×
10
回
×
６
，
０
０
０
円
）

・�

捕
獲
隊
補
助
金
と
し
て　

20
万
円
（
捕

獲
隊
活
動
補
助
金
）

・�

電
気
牧
柵
設
置
補
助
金
20
万
円
（
上
限

２
０
，
０
０
０
円
×
10
基
）
な
ど
で
す
。

　

そ
の
他
、
村
が
営
農
再
開
支
援
事
業
と

し
て
電
気
牧
柵
を
貸
し
出
す
経
費
と
し
て

３
９
０
万
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

　

川
内
村
有
害
鳥
獣
捕
獲
隊
員
と
し
て
、

罠
の
み
の
免
許
取
得
者
は
認
め
ら
れ
な
い

の
か
の
ご
質
問
で
あ
り
ま
す
が
、
有
害
鳥

獣
捕
獲
隊
員
は
、
福
島
県
猟
友
会
富
岡
支

部
川
内
部
会
員
の
中
か
ら
部
会
長
よ
り
推

薦
を
頂
き
委
嘱
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
猟
友
会
川
内
部
会
か
ら
の
推
薦

に
つ
き
ま
し
て
は
、
第
１
種
銃
猟
免
許
を

取
得
し
て
か
ら
５
年
以
上
免
許
を
持
ち
、

前
３
年
度
ま
で
連
続
し
て
第
１
種
銃
猟
免

許
登
録
を
受
け
た
方
か
ら
推
薦
す
る
等

の
、
要
件
が
あ
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
委
嘱
し
た
方
は
８
名
で
あ
り
ま
す

が
、
捕
獲
隊
員
も
高
齢
化
や
銃
器
の
自
主

返
納
な
ど
で
減
少
し
て
い
る
状
況
で
も
あ

り
ま
す
の
で
、
隊
員
の
増
員
を
図
る
た
め

の
推
薦
要
件
緩
和
に
つ
い
て
部
会
長
や
捕

獲
隊
長
と
協
議
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
推
薦
要
件
で
第
１

種
銃
猟
免
許
登
録
を
必
須
と
し
て
い
る
理

由
は
、
カ
ワ
ウ
や
ア
オ
サ
ギ
等
の
鳥
類
捕

獲
を
行
う
際
は
、
捕
獲
隊
全
員
が
一
斉
に

出
動
し
、
銃
器
に
よ
り
捕
獲
を
行
う
た
め

と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ノ
シ
シ
等
捕
獲
に
必
要
な
免

許
取
得
に
伴
う
村
か
ら
の
補
助
金
に
つ
き

ま
し
て
は
、
狩
猟
免
許
試
験
は
、
年
６
回

県
内
の
会
場
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
試
験
に
伴
う
手
数
料
は
５
，
２

０
０
円
と
な
っ
て
お
り
、
罠
や
銃
免
許
取
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こ
こ
が

聞
き
た
い　

議
員

６
名
が
登
壇

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
改
め
て
ご
答
弁
申

し
上
げ
ま
す
。

　

先
ず
、
林
道
施
設
災
害
復
旧
工
事
は
、

９
路
線
20
箇
所
の
復
旧
工
事
を
令
和
２
年

４
月
28
日
全
箇
所
発
注
し
工
事
を
進
め
て

き
ま
し
た
が
、
令
和
３
年
２
月
26
日
を

も
っ
て
全
箇
所
復
旧
工
事
が
完
了
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
林
道
施
設
の
小
災
害
復

旧
工
事
47
箇
所
も
す
べ
て
完
了
し
て
お
り

ま
す
。

　

次
に
、
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
工
事

は
、
道
路
・
河
川
合
わ
せ
て
77
箇
所
全
て

発
注
し
工
事
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

道
路
災
害
復
旧
工
事
は
21
箇
所
中
19
箇

所
が
完
了
し
復
旧
率
は
90
・
５
％
で
、
残

る
２
箇
所
の
復
旧
工
事
を
進
め
て
お
り
ま

す
が
、
こ
の
２
カ
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、

用
地
買
収
や
迂
回
路
等
の
関
係
か
ら
着
工

が
遅
れ
た
も
の
で
、
６
月
下
旬
の
完
了
を

目
指
し
工
事
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

河
川
災
害
復
旧
工
事
は
、
56
箇
所
中
14

箇
所
が
完
了
し
復
旧
率
は
25
％
で
、
残
る

42
箇
所
の
復
旧
工
事
を
進
め
て
い
る
と
こ

得
に
つ
い
て
は
、
個
人
の
ご
負
担
に
て

お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
な
お
、　

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
地
の
畦
畔
等
の
被
害

に
対
す
る
村
の
復
旧
支
援
等
に
つ
き
ま
し

て
も
、
基
本
的
に
は
個
々
の
農
家
や
農
地

管
理
者
等
で
対
応
し
て
い
た
だ
く
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
が
、
地
域
で
共
同
し
補

修
等
に
取
り
組
む
場
合
に
は
、
中
山
間
地

域
等
直
接
支
払
制
度
や
多
面
的
機
能
支
払

い
交
付
金
を
活
用
す
る
こ
と
も
可
能
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

台
風
19
号
に
よ
る
復
旧
工
事
に
つ

い
て質

村
内
各
地
区
に
お
い
て
災
害
復

旧
工
事
が
、
村
外
か
ら
の
下
請
け

業
者
の
応
援
も
受
け
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
村
民
も
安
堵
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
そ
こ
で
現
在
の
工
事
の
進
捗
状

況
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答
２
点
目
の
、
台
風
19
号
に
よ
る
復

旧
工
事
に
つ
い
て　

で
あ
り
ま

す
が
、
行
政
報
告
で
も
、
ご
報
告
さ
せ
て

ろ
で
、
今
年
12
月
末
ま
で
に
は
全
箇
所
の

復
旧
が
図
れ
る
よ
う
工
事
を
進
め
て
い
く

予
定
で
す
。

　

公
共
施
設
小
規
模
災
害
復
旧
工
事
に
つ

い
て
は
、２
０
３
箇
所
の
被
災
を
受
け
て
、

復
旧
工
事
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
令
和

２
年
12
月
末
で
全
箇
所
の
復
旧
が
完
了
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

次
に
、
農
地
災
害
復
旧
工
事
の
本
災
に

つ
い
て
は
、
査
定
決
定
箇
所
１
１
１
地
区

の
実
施
設
計
組
み
替
え
作
業
及
び
発
注
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
２
月
末
時
点
の
発
注

済
地
区
は
92
地
区
で
発
注
率
が
83
％
、
未

発
注
地
区
が
８
地
区
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
な
お
、
令
和
３
年
度
の
作
付
け
に
つ

き
ま
し
て
は
、
未
発
注
地
区
の
ほ
か
18
地

区
で
作
付
け
が
難
し
い
地
区
と
判
断
し
、

農
地
所
有
者
及
び
管
理
者
に
協
議
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
外
７
地
区
が
自
力
復
旧
済
、
４
地

区
が
木
戸
川
河
川
改
修
等
に
よ
り
廃
工
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
農
地
・
農
業

施
設
の
小
災
害
復
旧
に
つ
き
ま
し
て
は
、

２
７
８
箇
所
の
復
旧
工
事
を
進
め
て
き
ま

し
た
が
、
全
箇
所
が
復
旧
済
み
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

以
上
が
台
風
19
号
に
伴
い
ま
す
復
旧
状

況
で
す
が
、
一
日
も
早
い
復
旧
が
図
ら
れ

る
よ
う
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。佐久間武雄議員

森
林
の
放
射
性
物
質
対
策
に
つ
い
て

質
９
月
の
議
会
に
お
い
て
質
問
い

た
し
ま
し
た
森
林
整
備
事
業
及

び
里
山
除
染
に
つ
い
て
で
す
が
、
里
山
に

つ
い
て
は
、
年
間
の
線
量
１
ミ
リ
シ
ー
ベ

ル
ト
以
上
が
対
象
で
あ
り
、
今
年
か
ら
森

林
再
生
事
業
と
し
て
３
年
間
継
続
し
て
い

き
た
い
と
答
弁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

そ
の
中
で
、
当
部
落
に
お
い
て
実
証
実
験

を
行
っ
た
貝
化
石
コ
ー
ラ
ル
に
つ
い
て
業

者
か
ら
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
吸
着
状
況
に

つ
い
て
再
度
説
明
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
環
境
省
、
農
林
水
産
省
へ
の
現
状
の

説
明
、
要
望
は
さ
れ
て
い
る
の
か
お
伺
い

し
ま
す
。
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こ
こ
が

聞
き
た
い　

議
員

６
名
が
登
壇

　
そ
れ
か
ら
、
以
前
か
ら
取
組
み
を
し
て

い
た
ふ
た
ば
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
が
ま
と

ま
り
議
員
に
も
配
布
さ
れ
、
そ
の
中
で
原

子
力
災
害
に
伴
い
「
ふ
た
ば
の
森
再
生
構

想
」
と
し
森
林
と
林
業
・
木
材
産
業
は
大

き
な
影
響
を
受
け
こ
の
事
を
踏
ま
え
国
・

県
に
よ
る
放
射
性
物
質
対
策
や
知
見
の
集

積
が
進
み
、
森
林
整
備
と
放
射
性
物
質
対

策
を
一
体
的
に
行
う
事
業
又
特
用
林
産
物

の
出
荷
解
除
に
向
け
た
実
証
な
ど
、森
林・

林
業
の
再
生
に
向
け
取
組
む　
こ
の
取
組

み
に
お
い
て
森
林
整
備
と
放
射
性
物
質
対

策
を
一
体
的
に
行
う　
と
あ
り
ま
す
が
、

川
内
村
と
し
て
は
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を

考
え
て
い
る
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

答
初
め
に
、
民
間
企
業
に
よ
る
実
証

試
験
に
つ
い
て
そ
の
報
告
を
受

け
て
、
村
が
国
へ
要
望
を
し
て
い
る
か
と

の
ご
質
問
で
あ
り
ま
す
が　

議
員
ご
案
内

の
と
お
り
、
先
般
、
民
間
企
業
が
第
７
行

政
区
内
の
私
有
林
に
お
い
て
、
貝
化
石

（
コ
ー
ラ
ル
）
を
帯
状
に
散
布
し
て
、
そ

の
貝
化
石
が
山
林
土
壌
の
セ
シ
ウ
ム
を
吸

着
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
実
証
事
業
を
実

施
し
た
こ
と
は
承
知
し
て
お
り
ま
す
。
実

証
試
験
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
去
る
10
月

15
日
説
明
を
受
け
て
お
り
ま
す
が
、
森
林

除
染
に
つ
い
て
国
が
そ
の
方
向
性
を
示
さ

れ
て
い
な
い
中
、
今
回
の
貝
化
石
（
コ
ー

ラ
ル
）
の
実
証
試
験
の
結
果
を
今
後
、
森

林
除
染
に
活
用
し
た
い
の
か
は
、
一
義
的

に
は
企
業
が
判
断
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
の
で
、
村
が
国
に
対
し
て
要
望
す
る
立

場
に
は
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
森
林
整
備
と
放
射
性
物
質
対
策

を
一
体
的
に
行
う
事
業
等
に
つ
い
て
、
村

と
し
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
う
か

と
の
ご
質
問
で
あ
り
ま
す
が
、
ふ
た
ば
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
ふ
た
ば
の
森
林
再
生

構
想
に
お
い
て
、
森
林
・
林
業
の
再
生
に

向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
森
林
整
備
と

放
射
性
物
質
対
策
を
一
体
的
に
行
う
と
さ

れ
て
お
り
、
村
と
し
ま
し
て
も
、
昨
年
９

月
議
会
定
例
会
に
お
い
て
答
弁
い
た
し
ま

し
た
と
お
り
、
原
発
事
故
に
よ
る
放
射
性

物
質
の
影
響
を
受
け
た
森
林
は
、
除
・
間

伐
等
の
森
林
整
備
や
経
営
が
停
滞
し
た
状

況
に
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
平
成
26
年
度
か
ら

「
ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業
」
に
よ
り
間

伐
等
の
森
林
整
備
と
表
土
流
出
防
止
を
兼

ね
た
放
射
性
物
質
対
策
に
取
り
組
み
、
今

年
度
で
７
年
目
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
こ

の
事
業
に
よ
る
施
業
実
績
は
、
間
伐
が
２

７
２
㌶
、
作
業
道
が
３
万
３
，
０
０
０
㍍

整
備
さ
れ
、
空
間
線
量
率
も
約
３
割
程
度

低
減
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る

た
め
、
今
後
も
こ
の
事
業
を
継
続
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
特

用
林
産
物
の
出
荷
解
除
に
つ
き
ま
し
て

は
、
福
島
県
が
「
野
生
キ
ノ
コ
・
山
菜
の

出
荷
制
限
及
び
出
荷
自
粛
の
解
除
方
針
」

を
策
定
し
、「
品
目
ご
と
に
一
定
期
間
検

査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
検
査
結
果
が

安
定
し
て
基
準
値
を
下
回
る
こ
と
を
条
件

に
国
と
協
議
を
行
う
。」
と
さ
れ
て
い
る

た
め
、
本
村
と
し
ま
し
て
は
、
出
荷
制
限

さ
れ
て
い
る
品
目
の
解
除
に
向
け
て
、
検

体
採
取
の
た
め
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
積
極
的

か
つ
長
期
的
に
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

高野　恒大議員

幹
線
道
路
等
の
補
修
整
備
に
つ
い
て

質
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
原
子
力

発
電
所
事
故
後
、
村
内
全
域
に
お

い
て
、
復
興
対
策
事
業
が
実
施
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

　
除
染
事
業
に
お
い
て
は
、
膨
大
な
除
染

廃
棄
物
が
発
生
し
、
こ
れ
ら
を
保
管
す
る

中
間
貯
蔵
施
設
が
整
備
さ
れ
る
ま
で
の

間
、
村
内
11
ケ
所
に
お
い
て
、
仮
置
き
場

等
を
設
置
し
、
一
時
保
管
さ
れ
て
き
ま
し

た
。

　
こ
の
除
染
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
去
る

２
月
に
、
仮
置
き
場
か
ら
の
運
び
出
し
が

全
て
完
了
し
、
安
ど
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
復
興
道
路
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
た
主
要
道
路
等
に
つ
い
て
も
、
整
備
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
村
民
の
利
便
性
の
向

上
に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
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こ
こ
が

聞
き
た
い　

議
員

６
名
が
登
壇

　
し
か
し
、
一
方
で
課
題
も
多
く
、
村
内

の
道
路
は
、
重
量
車
両
等
の
度
重
な
る
通

行
に
よ
っ
て
、
損
傷
が
甚
だ
し
く
、
一
般

車
両
の
通
行
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
村
当
局
と
そ

れ
ぞ
れ
の
道
路
管
理
者
、
復
興
事
業
関
係

機
関
等
が
連
携
し
、
道
路
の
補
修
整
備
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す

が
、
村
長
の
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答
1
点
目
の
、
幹
線
道
路
等
の
補
修

整
備
に
つ
い
て　

で
あ
り
ま
す

が
、
川
内
村
が
管
理
し
て
い
る
道
路
延
長

は
、
村
道
が
１
０
２
本
１
１
９
㌖
、
農
道

が
13
本
14
㌖
、
林
道
が
20
本
75
㌖
で
総
延

長
２
０
８
㌖
の
維
持
管
理
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　

特
に
村
道
は
、
村
民
生
活
に
直
結
す
る

道
路
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お

り
ま
す
が
、
震
災
以
降
、
廃
炉
事
業
や
除

染
事
業
、
更
に
復
興
事
業
等
に
伴
い
ま

す
大
型
車
両
や
重
量
車
両
の
通
行
に
よ

り
、
国
県
道
は
も
と
よ
り
村
道
等
に
お
い

て
も
、
路
面
の
損
傷
、
特
に
舗
装
面
の
ク

ラ
ッ
ク
や
路
面
陥
没
、
路
肩
崩
落
等
が
増

え
て
お
り
、
議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
、
一

般
車
両
の
通
行
に
も
支
障
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
更
に
道
路
補
修
に
伴
う
復
旧
作
業

に
よ
る
通
行
止
め
や
片
側
通
行
な
ど
の
交

通
規
制
も
増
え
て
お
り
ま
す
。

　

村
道
等
の
維
持
管
理
は
、
毎
年
維
持
管

理
費
を
予
算
計
上
し
、
予
算
の
範
囲
内
で

の
補
修
等
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
震
災

以
降
は
、
維
持
管
理
経
費
が
増
え
る
状
況

に
あ
る
た
め
、
今
後
の
村
道
等
の
維
持
管

理
に
つ
い
て
は
、
復
興
事
業
等
に
伴
う
特

定
通
行
路
線
の
使
用
状
況
を
踏
ま
え
、
復

興
事
業
関
連
機
関
等
と
の
適
切
な
役
割
分

担
及
び
費
用
負
担
を
定
め
、
着
実
な
道
路

の
維
持
管
理
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と

感
じ
て
お
り
ま
す
の
で
、
議
員
ご
提
案
の

と
お
り
関
係
機
関
と
連
携
し
た
維
持
管
理

を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

空
き
家
の
利
活
用
対
策
に
つ
い
て

質
村
当
局
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

住
環
境
の
提
供
に
向
け
て
、
空

き
家
の
利
活
用
も
施
策
に
掲
げ
て
お
り

ま
す
。

　
こ
の
対
策
に
つ
い
て
、
昨
年
の
９
月

定
例
議
会
に
お
い
て
、
質
問
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
の
後
、
空
き
家
の
調
査
が
実
施
さ

れ
、
そ
の
結
果
を
公
表
す
る
な
ど
、
対

策
が
進
ん
で
い
る
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
空
き
家
情

報
を
見
ま
す
と
、
建
物
の
経
年
劣
化
が

進
み
、
老
朽
化
し
て
い
る
建
物
が
多
い

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

入
居
す
る
た
め
に
は
、
リ
フ
ォ
ー
ム
が

必
須
で
あ
り
、
こ
れ
に
要
す
る
経
費
の

負
担
は
、
大
き
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
、
空
き
家
利

活
用
を
図
っ
て
い
く
た
め
の
施
策
と
し

て
、
次
の
２
点
に
つ
い
て
村
長
の
考
え

を
お
伺
い
し
ま
す
。

①�

貸
し
出
す
建
物
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対

し
て
、
補
助
金
制
度
の
導
入
。

②�

一
定
以
上
の
経
費
が
必
要
な
場
合

は
、
村
が
建
物
を
借
り
上
げ
て
リ

フ
ォ
ー
ム
し
、貸
し
出
す
制
度
の
確
立
。

答
2
点
目
の
、
空
き
家
の
利
活
用
対

策
に
つ
い
て　

で
あ
り
ま
す
が
、

昨
年
９
月
の
議
会
定
例
会
に
ご
質
問
い
た

だ
き
、
ご
答
弁
申
し
上
げ
ま
し
た
空
き
家

の
調
査
や
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
き
ま
し
て

は
、
か
わ
う
ち
ラ
ボ
を
通
じ
て
行
政
区
長

さ
ん
の
協
力
を
い
た
だ
き
調
査
し
た
結

果
、
今
年
１
月
時
点
で
は
村
内
全
体
で
空

き
家
が
１
１
６
件
、
空
き
地
5
件
と
の
報

告
が
あ
り
、
年
度
内
完
了
を
目
指
し
て
、

下
川
内
地
区
か
ら
外
見
調
査
を
実
施
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
今
回
調
査

で
判
明
し
た
空
き
家
・
空
き
地
を
対
象
に

意
向
を
確
認
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す

が
、
ほ
と
ん
ど
の
物
件
は
修
繕
が
必
要
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

議
員
ご
質
問
の
、
貸
し
出
す
建
物
の
リ

フ
ォ
ー
ム
に
対
し
て
の
、
補
助
金
制
度
の

導
入
。
そ
し
て
、
一
定
以
上
の
経
費
が
必

要
な
場
合
は
、
村
が
建
物
を
借
り
上
げ
て

リ
フ
ォ
ー
ム
し
て
貸
し
出
す
制
度
の
確
立

に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
12
月
15
日
の
新

聞
等
で
、
避
難
区
域
に
設
定
さ
れ
た
12
市

町
村
へ
の
移
住
・
定
住
を
後
押
し
す
る
た
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こ
こ
が

聞
き
た
い　

議
員

６
名
が
登
壇

め
、
令
和
3
年
度
に
新
た
な
支
援
制
度
と

し
て
「
移
住
者
の
住
ま
い
の
確
保
等
の
事

業
」
が
福
島
再
生
加
速
化
交
付
金
に
措
置

さ
れ
る
と
の
報
道
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現

在
詳
細
が
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

国
や
県
の
動
向
を
見
極
め
な
が
ら
制
度
化

を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

坪井　利之議員

川
内
村
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
予
防
接
種
に
つ
い
て

質
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予

防
接
種
実
施
体
制
に
つ
い
て
現

在
接
種
日
な
ど
国
か
ら
の
指
示
待
ち
で
、

ま
だ
、
不
確
定
な
点
が
多
く
そ
れ
に
対
応

し
た
実
施
体
制
や
予
防
接
種
計
画
を
調
整

す
る
と
の
事
で
し
た
が
、
そ
の
後
の
調
整

状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①�

２
月
17
日
か
ら
国
内
で
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
が
始
ま
り
ま
し
た
が
川
内
村

の
ワ
ク
チ
ン
配
布
日
な
ど
の
日
程
は
示

さ
れ
た
の
か
伺
い
ま
す
。

②�

原
則
接
種
場
所
は
住
民
票
所
在
地
の
市

町
村
で
行
い
例
外
と
し
て
原
発
事
故
な

ど
災
害
に
よ
り
避
難
し
て
い
る
方
、
学

生
、
単
身
赴
任
の
方
な
ど
は
住
民
票
所

在
地
以
外
で
も
受
け
る
こ
と
が
出
来
る

が
市
町
村
へ
の
申
請
が
必
要
と
の
事
で

す
が
申
請
方
法
と
申
請
の
必
要
な
方
と

必
要
で
な
い
方
の
詳
細
を
伺
い
ま
す
。

③�

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
行
政
区
毎
個
別
に

「
ゆ
ふ
ね
」
に
て
１
日
１
０
０
人
の
接

種
を
午
前
中
の
診
療
時
間
に
予
定
し
て

い
る
と
の
事
で
し
た
が
何
人
体
制
で
接

種
を
行
う
の
か
、
ま
た
接
種
後
の
状
態

観
察
に
15
分
以
上
必
要
と
の
事
で
す
が

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
取
れ
る

観
察
場
所
の
確
保
な
ど
村
の
対
応
を
伺

い
ま
す
。

④�

２
回
目
の
接
種
は
２
ケ
月
以
内
に
必
要

と
の
事
で
し
た
が
ど
の
よ
う
な
対
応
を

す
る
の
か
伺
い
ま
す
。

⑤�

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性
に
不
安
を

持
つ
方
も
お
り
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

は
任
意
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
そ
の
よ

う
な
方
た
ち
に
対
し
て
の
村
の
対
応
を

伺
い
ま
す
。

答
川
内
村
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
接
種
に

つ
い
て　

で
あ
り
ま
す
が
、
１
点
目
の
、

川
内
村
へ
の
ワ
ク
チ
ン
配
布
日
程
に
つ
き

ま
し
て
は
、
国
か
ら
の
情
報
は
日
々
変

わ
っ
て
い
る
状
況
で
す
が
、
３
月
３
日
現

在
の
情
報
で
は
、
４
月
26
日
の
週
に
は
す

べ
て
の
市
町
村
に
対
し
て
の
配
送
が
予
定

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
県
に
お
い
て

市
町
村
か
ら
の
予
約
数
量
に
対
す
る
配
分

数
量
の
調
整
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
ワ
ク
チ
ン
を
保
管
す
る
冷
凍
庫

に
つ
き
ま
し
て
は
、
３
月
15
日
に
本
村
の

診
療
所
に
配
置
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
お

り
、
ワ
ク
チ
ン
受
け
入
れ
環
境
が
整
備
さ

れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

２
点
目
の
、
予
防
接
種
の
対
象
者
と
接

種
の
場
所
、
更
に
特
別
な
申
請
手
続
き
に

つ
い
て　

で
あ
り
ま
す
が
、原
則
と
し
て
、

住
民
登
録
し
て
い
る
市
町
村
で
接
種
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
病
気
療
養

の
た
め
入
院
し
て
い
る
方
や
災
害
に
よ
っ

て
被
害
を
受
け
避
難
し
て
い
る
方
、
単
身

赴
任
の
方
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
事
情
で

住
民
登
録
地
以
外
に
長
期
滞
在
し
て
い
る

方
に
つ
い
て
は
、
住
所
地
外
接
種
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

申
請
の
方
法
と
し
て
は
、
接
種
を
希
望

す
る
医
療
機
関
の
所
在
す
る
市
町
村
に
対

し
て
事
前
に
「
住
所
地
外
接
種
届
出
」
を

行
い
、「
届
出
済
証
」
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

申
請
の
必
要
な
方
は
、
出
産
の
た
め
の

里
帰
り
し
て
い
る
妊
産
婦
や
単
身
赴
任

者
、
遠
隔
地
へ
下
宿
し
て
い
る
学
生
、
Ｄ

Ｖ
被
害
者
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
申
請
が
省
略
で
き
る
方
は
、
入

院
し
て
い
る
方
、
基
礎
疾
患
の
あ
る
方
で

主
治
医
の
も
と
で
接
種
す
る
方
、
災
害
に

よ
る
被
害
に
あ
っ
た
方
、
拘
留
・
留
置
さ

れ
て
い
る
者
等
の
方
で
す
。

　

な
お
、
原
子
力
災
害
避
難
者
に
つ
い
て
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こ
こ
が

聞
き
た
い　

議
員

６
名
が
登
壇

は
、前
も
っ
て
避
難
元
で
あ
る
「
川
内
村
」

で
書
類
の
手
続
き
を
行
い
避
難
先
に
て
接

種
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
準
備
を
進
め
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
村
外
で

の
接
種
情
報
に
つ
い
て
は
、
現
在
全
国
的

な
情
報
連
携
を
行
う
「
ワ
ク
チ
ン
接
種
記

録
シ
ス
テ
ム
」
を
構
築
し
、
各
自
治
体
が

登
録
し
て
相
互
の
情
報
を
受
け
取
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　

３
点
目
の
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
な
ど

に
つ
い
て　

で
あ
り
ま
す
が
、
接
種
体
制

に
つ
き
ま
し
て
は
、
医
師
１
名
、
看
護
師

３
名
、
保
健
師
４
名
、
事
務
職
４
名
、
警

備
誘
導
員
３
名
に
よ
り
、
週
２
日
か
ら
３

日
の
予
定
を
組
ん
で
集
団
接
種
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
接
種
日
に
は
、
午
前
中
に

１
０
０
名
の
接
種
を
予
定
し
て
お
り
、
30

分
区
切
り
で
20
名
ず
つ
、
通
知
案
内
す
る

予
定
で
お
り
ま
す
。
接
種
後
の
状
態
観
察

に
つ
き
ま
し
て
は
、
ゆ
ふ
ね
内
の
保
健
指

導
室
に
お
い
て
人
的
配
置
は
勿
論
、
フ
ィ

ジ
カ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保
に
も
留
意

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

４
点
目
の
、
接
種
の
間
隔
に
つ
き
ま
し

て
は
、
１
回
目
の
接
種
実
績
に
よ
り
２
回

目
の
接
種
予
定
日
を
調
整
し
て
、
個
別
通

知
を
す
る
予
定
で
お
り
ま
す
。

　

５
点
目
の
、
ワ
ク
チ
ン
に
対
し
て
不
安

を
持
つ
方
へ
の
対
応
に
つ
い
て　

で
あ
り

ま
す
が
、
２
月
17
日
か
ら
始
ま
っ
た
医
療

関
係
者
へ
の
接
種
に
お
け
る
副
反
応
に
つ

い
て
、
国
が
情
報
を
公
開
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
村
に
お
い
て
も
情
報
を
わ
か

り
や
す
く
伝
え
る
よ
う
努
め
る
と
と
も

に
、
予
防
接
種
は
コ
ロ
ナ
感
染
撲
滅
の
切

り
札
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
重
篤
化
を
低
減
す
る
効
果
等
を
積
極

的
に
周
知
し
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に
予

防
接
種
を
受
け
て
い
た
だ
き
、
集
団
的
防

疫
効
果
に
よ
っ
て
、
感
染
拡
大
抑
制
又
は

重
篤
化
低
減
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

川
内
村
移
住
支
援
事
業
に
つ
い
て

質
川
内
村
移
住
支
援
事
業
と
し
て

対
象
者
に
は
単
身
世
帯
最
大
60

万
円
、
２
人
以
上
の
世
帯
最
大
１
０
０
万

円
の
移
住
支
援
金
が
給
付
さ
れ
ま
す
が
次

の
内
容
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①�

現
在
ま
で
の
川
内
村
移
住
支
援
事
業
の

給
付
状
況
を
伺
い
ま
す
。

②�

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
目
を
迎
え
、

や
む
を
得
ず
住
所
を
川
内
村
か
ら
移
動

し
て
東
京
23
区
に
移
住
し
た
方
や
就
職

な
ど
で
移
住
し
た
方
た
ち
も
対
象
に
な

る
の
か
伺
い
ま
す
。

③�

対
象
者
と
し
て
福
島
県
が
運
営
し
て
い

る
「
Ｆ
タ
ー
ン
サ
イ
ト
」
に
掲
載
さ
れ

た
「
移
住
支
援
対
象
求
人
」
で
就
職
さ

れ
た
方
と
な
っ
て
い
る
が
川
内
村
の
企

業
は
何
社
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
い

ま
す
。

④�

福
島
県
移
住
支
援
事
業
は
移
住
に
関
す

る
要
件
の
緩
和
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す

が
川
内
村
で
は
改
正
後
の
適
用
時
期
を

い
つ
か
ら
設
定
し
て
い
る
の
か
伺
い
ま

す
。

答
１
点
目
の
、
現
在
ま
で
の
川
内
村

移
住
支
援
事
業
の
給
付
状
況
に

つ
い
て
は
、
現
在
１
件
の
相
談
を
受
け
て

お
り
ま
す
が
、実
績
は
ゼ
ロ
で
あ
り
ま
す
。

　

２
点
目
の
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年

を
迎
え
住
所
を
川
内
村
か
ら
移
動
し
て
東

京
23
区
に
移
住
し
た
方
や
就
職
な
ど
で
移

住
し
た
方
に
つ
い
て
対
象
に
な
る
か
に
つ

い
て
は
、
移
住
元
の
要
件
が
住
民
票
異
動

直
前
の
10
年
間
の
う
ち
、
通
算
５
年
以
上

そ
の
う
ち
異
動
の
直
前
に
連
続
し
て
１
年

以
上
、東
京
23
区
に
在
住
又
は
東
京
圏（
東

京
都
・
埼
玉
県
・
千
葉
県
・
神
奈
川
県
）

に
在
住
し
、
東
京
23
区
に
通
勤
し
て
い
た

こ
と
が
あ
れ
ば
、
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

３
点
目
の
、
福
島
県
が
運
営
し
て
い

る
「
Ｆ
タ
ー
ン
サ
イ
ト
」
に
川
内
村
の
企

業
は
何
社
掲
載
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て

は
、
移
住
支
援
金
の
対
象
と
し
て
新
規
採

用
の
求
人
を
す
る
会
社
が
掲
載
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
３
月
５
日
現
在
で
は
求
人
情
報

は
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

４
点
目
の
、
要
件
の
緩
和
を
川
内
村
は

い
つ
か
ら
設
定
し
て
い
る
か
に
つ
い
て

は
、
本
村
で
は
、
平
成
31
年
４
月
１
日
か

ら
事
業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
令
和

２
年
３
月
１
日
要
綱
を
改
正
し
、
適
用
さ

せ
て
お
り
ま
す
。
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こ
こ
が

聞
き
た
い　

議
員

６
名
が
登
壇

高野　政義議員

森
林
の
整
備
に
つ
い
て

質
１
．
広
大
な
森
林
を
有
す
る
本
村

は
、
一
部
の
公
有
林
を
部
分
林
及

び
家
族
経
営
林
と
し
て
村
民
と
50
年
間
の

契
約
を
締
結
し
て
い
た
が
、
木
材
市
場
の

低
迷
と
原
発
事
故
に
よ
り
、
部
分
林
で
平

成
28
年
に
10
年
間
の
延
長
契
約
を
行
っ

た
。
５
年
経
過
と
な
る
こ
と
か
ら
、
家
族

経
営
林
を
含
め
て
今
後
そ
の
よ
う
な
経
営

計
画
を
考
え
て
い
る
の
か
、
お
伺
い
し
ま

す
。

２
．
公
有
林
の
立
木
の
原
子
力
損
害
賠
償

の
状
況
に
つ
い
て
、
ま
た
、
分
収
林
の
村

民
分
の
賠
償
に
つ
い
て
も
お
伺
い
し
ま

す
。

３
．
私
有
林
の
森
林
整
備
に
つ
い
て
は
、

村
か
ら
の
補
助
金
な
ど
で
実
施
さ
れ
て
い

た
が
、
原
発
事
故
後
は
実
施
さ
れ
て
い
な

い
状
況
を
村
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
、
お
伺
い
し
ま
す
。

答
分
収
林
契
約
に
つ
き
ま
し
て
は
、

公
有
林
野
管
理
条
例
第
10
条
の

規
定
に
基
づ
き
、
村
民
又
は
村
民
の
組
織

す
る
各
種
団
体
を
造
林
者
と
し
て
、
契
約

に
よ
り
部
分
林
契
約
、
家
族
経
営
林
契
約

を
締
結
し
て
お
り
ま
す
。

　

部
分
林
契
約
が
昭
和
30
年
代
に
１
８
２

件
４
１
６
㌶
、
家
族
経
営
林
が
昭
和
40
年

代
に
４
５
９
件
１
，
１
７
０
㌶　

合
わ
せ

て　

６
４
１
契
約　

１
，
５
８
６
㌶
の
分

収
契
約
を
締
結
し
、
そ
の
存
続
期
間
は
、

い
ず
れ
も
50
年
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。

　

昭
和
30
年
代
に
木
材
の
輸
入
自
由
化
が

段
階
的
に
進
め
ら
れ
た
結
果
、
木
材
価
格

の
低
迷
や
担
い
手
不
足
等
、
林
業
経
営
環

境
が
悪
化
し
て
お
り
ま
し
た
。
更
に
、
平

成
23
年
の
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
東
京
電

力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ

り
本
村
全
域
が
放
射
性
物
質
に
よ
り
汚
染

さ
れ
、
本
村
が
描
く
森
林
の
将
来
像
が
一

瞬
に
し
て
奪
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
分

収
林
契
約
も
存
続
期
間
の
終
盤
を
迎
え
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
平
成
27
年
度
に
は
、

分
収
林
契
約
の
期
間
を
10
年
間
延
長
す
る

契
約
を
締
結
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
間
、
東
京
電
力
の
賠
償
請
求
な
ど
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
契
約
延
長
か
ら
す

で
に
５
年
が
経
過
し
、
最
も
早
く
終
期
が

到
来
す
る
部
分
林
契
約
は
令
和
７
年
度
、

家
族
経
営
林
が
令
和
15
年
度
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

１
点
目
の
、
今
後
の
分
収
林
経
営
計
画　

で
あ
り
ま
す
が
、
契
約
変
更
か
ら
す
で
に

５
年
が
経
過
し
、
残
さ
れ
た
期
間
も
限
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
早
急
に
林
政
審

議
会
を
開
催
し
、
意
見
を
頂
き
な
が
ら
契

約
の
再
延
長
や
売
り
払
い
体
制
の
整
備
等

の
検
討
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

２
点
目
の
、
公
有
林
立
木
の
原
子
力
損

害
賠
償
請
求
の
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

分
収
林
を
除
い
た
直
営
林
約
４
，
２
０
０

㌶
の
賠
償
請
求
は
、
現
在
、
公
有
林
台
帳

確
認
と
登
記
簿
上
の
地
番
確
認
作
業
を
実

施
し
て
い
る
段
階
で
あ
り
ま
す
。
今
後

は
、
現
況
確
認
や
資
料
の
整
理
を
進
め
関

係
機
関
と
調
整
を
行
い
、
速
や
か
に
賠
償

請
求
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

分
収
林
立
木
に
係
る
村
民
分
の
賠
償
に

つ
き
ま
し
て
は
、
造
林
者
個
人
ご
と
に
請

求
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
昨

年
10
月
末
日
の
請
求
状
況
は
、
部
分
林
、

漫
用
林
及
び
家
族
経
営
林
合
わ
せ
て
２
，

１
１
３
件
の
請
求
件
数
中　

１
，
６
４
４

件
が
請
求
済
で　

残
り
４
６
９
件
が
未
請

求
と
の
報
告
を
東
京
電
力
よ
り
受
け
て
お

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、「
３
月
広
報
か
わ

う
ち
」
に
、
分
収
林
請
求
の
お
願
い
と
請

求
の
方
法
に
つ
い
て
チ
ラ
シ
を
折
り
込

み
、
請
求
促
進
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

３
点
目
の
、
私
有
林
の
森
林
整
備
に
つ

き
ま
し
て
は
、
議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
、

原
発
事
故
後
の
私
有
林
に
対
す
る
造
林
補

助
事
業
等
は
、
実
施
さ
れ
て
い
な
い
状
況

で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
31
年
４
月
１
日　

森
林
経
営
管
理

法
が
施
行
さ
れ
、「
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス

テ
ム
」
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
こ

井出　　茂議員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
つ
い
て

質
現
在
川
内
村
に
お
い
て
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
は
出
て

い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
ひ
と
え
に
村
民
ひ
と

り
ひ
と
り
が
、
感
染
予
防
に
対
し
て
高
い

関
心
と　
う
が
い
、
手
洗
い
、
マ
ス
ク
の

着
用
を
実
行
し
て
い
る
結
果
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
い
つ
、
ど
こ
で
、
だ
れ

が
感
染
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
が
継

続
中
で
あ
り
ま
す
。

　
今
年
４
月
か
ら
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者

や
基
礎
疾
患
を
持
つ
方
々
を
対
象
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
が
行
わ
れ
ま

す
が
、
正
直
、
期
待
と
不
安
が
あ
る
事
も

事
実
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
ワ
ク
チ
ン
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こ
こ
が

聞
き
た
い　

議
員

６
名
が
登
壇

の
シ
ス
テ
ム
は
、
森
林
所
有
者
の
森
林
管

理
に
対
す
る
責
務
を
明
確
に
す
る
と
と
も

に　

森
林
所
有
者
自
ら
が
管
理
で
き
な
い

森
林
は
、
市
町
村
が
所
有
者
か
ら
の
委
託

を
受
け
集
約
し
、
自
然
条
件
が
悪
く
、
採

算
ベ
ー
ス
に
乗
ら
な
い
森
林
に
つ
い
て
は
、

市
町
村
自
ら
が
森
林
整
備
等
の
管
理
を

行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
こ
の
財

源
は
、
森
林
環
境
税
と
森
林
環
境
譲
与
税

が
充
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
村
で
も
、
来
年
度
か
ら
こ
の
財
源
を

利
用
し
た
「
川
内
村
森
林
経
営
管
理
調
査

業
務
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
森
林
所
有
者

の
意
向
調
査
実
施
の
準
備
を
進
め
て
い
く

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
私
有
林
の
小
規
模
で
分
散
し

て
い
る
森
林
を
取
り
ま
と
め
て
、
一
体
的

な
施
業
等
を
行
う
集
約
化
を
進
め
る
こ
と

に
よ
り
、
効
率
的
な
林
業
生
産
活
動
へ
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

井出　　茂議員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
つ
い
て

質
現
在
川
内
村
に
お
い
て
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
は
出
て

い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
ひ
と
え
に
村
民
ひ
と

り
ひ
と
り
が
、
感
染
予
防
に
対
し
て
高
い

関
心
と　
う
が
い
、
手
洗
い
、
マ
ス
ク
の

着
用
を
実
行
し
て
い
る
結
果
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
い
つ
、
ど
こ
で
、
だ
れ

が
感
染
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
が
継

続
中
で
あ
り
ま
す
。

　
今
年
４
月
か
ら
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者

や
基
礎
疾
患
を
持
つ
方
々
を
対
象
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
が
行
わ
れ
ま

す
が
、
正
直
、
期
待
と
不
安
が
あ
る
事
も

事
実
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
目
標
は
ま
ず
、
重
症
化
を
防
ぎ
、

死
亡
す
る
人
を
減
ら
す
こ
と
、
そ
し
て
、

感
染
の
予
防
、
集
団
免
疫
の
獲
得
だ
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
も
っ
て

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
義
務
化
が
必
要
で
は
な

い
か
、
と
は
言
い
ま
せ
ん
が
、
よ
り
多
く

の
住
民
の
方
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
有
効
性

と
科
学
と
エ
ビ
デ
ン
ス
に
裏
付
け
ら
れ
た

正
確
な
情
報
の
提
供
を
す
る
こ
と
が
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
動
機
付
け
に
な
る
と
考
え
ま

す
。
現
在
の
行
政
の
取
組
み
に
つ
い
て
お

伺
い
い
た
し
ま
す
。

答
１
点
目
の
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て　

で
あ
り
ま
す
が
、
村
民
の
皆
様
に
は
新
し

い
生
活
様
式
や
三
密
対
策
、
不
要
不
急
の

外
出
自
粛
な
ど
感
染
予
防
の
徹
底
に
努
め

て
い
た
だ
き
、
更
に
は
、
事
業
者
皆
様
に

は
感
染
防
止
の
た
め
の
環
境
整
備
や
営
業

活
動
の
自
粛
要
請
へ
の
協
力
な
ど
、
改
め

て
、
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
は
、
10
年
前
の
原
子
力

災
害
に
よ
る
見
え
な
い
敵
と
の
闘
い
で
学

ん
だ
経
験
に
よ
り
何
よ
り
も
命
を
守
る
術

を
培
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
こ
の
度

の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
は
、飛
沫
、

接
触
に
よ
り
感
染
し
８
割
程
度
は
軽
症
で

回
復
し
ま
す
が
、
２
割
は
重
症
化
し
て
お

り
、
高
齢
者
や
基
礎
疾
患
の
あ
る
方
は
重

症
化
し
や
す
い
傾
向
に
あ
り
、
３
％
程
度

の
方
が
亡
く
な
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

議
員
ご
質
問
の
と
お
り
重
症
化
を
防
止

し
亡
く
な
る
方
を
減
ら
す
た
め
に
は
、
予

防
接
種
が
有
効
性
な
手
段
の
一
つ
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る

フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
ワ
ク
チ
ン
は
95
％
以
上

で
発
症
リ
ス
ク
は
20
分
の
１
と
の
効
果
が

検
証
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
接
種
の
安
全
性
に
つ
い
て
は
、

人
に
よ
っ
て
出
る
副
反
応
は
、
接
種
部
位

の
痛
み
や
頭
痛
、
発
熱
等
の
症
状
が
出
る

方
、
じ
ん
ま
し
ん
等
皮
膚
症
状
や
重
い
ア

レ
ル
ギ
ー
反
応
の
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
を

起
こ
す
方
、
立
ち
く
ら
み
や
失
神
等
血
管

迷
走
神
経
反
射
を
起
こ
す
方
な
ど
で
あ
り

ま
す
が
、
副
反
応
発
生
時
の
対
応
準
備
を

行
い
実
施
い
た
し
ま
す
が
、
万
一
の
場
合

に
は
予
防
接
種
法
で
の
補
償
に
よ
る
救
済

措
置
も
あ
り
ま
す
。

　

予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、
ご
く
ま
れ
に

健
康
被
害
の
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

心
配
な
方
に
つ
い
て
は
、
か
か
り
つ
け
の
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こ
こ
が

聞
き
た
い　

議
員

６
名
が
登
壇

医
師
や
役
場
担
当
に
問
い
合
わ
せ
し
て
い

た
だ
く
よ
う
周
知
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

２
月
か
ら
医
療
関
係
者
が
先
行
し
て
接

種
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
高
齢
者
接
種
の

た
め
の
ワ
ク
チ
ン
の
配
分
が
よ
う
や
く
始

ま
り
ま
す
。

　

村
で
は
接
種
業
務
に
携
わ
る
人
的
な
体

制
や
物
的
な
環
境
の
整
備
を
進
め
て
お
り
、

接
種
の
対
象
と
な
る
方
す
べ
て
に
予
防
接

種
の
必
要
性
や
、
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
・

安
全
性
に
対
す
る
お
知
ら
せ
と
個
別
の
接

種
日
程
の
ご
案
内
を
行
う
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。
併
せ
て
、
復
興
事
業
な
ど
で
村

に
居
住
し
て
い
る
方
へ
の
接
種
の
案
内
も

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

で
き
る
だ
け
多
く
の
方
に
安
心
し
て
予

防
接
種
を
受
け
て
い
た
だ
き
一
刻
も
早
く

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
脱
却
し
以
前
の
よ
う
な
賑

わ
い
の
あ
る
地
域
復
活
の
た
め
、
更
に
は

全
国
で
予
防
接
種
が
速
や
か
に
す
す
め
ら

れ
経
済
回
復
を
実
現
す
る
た
め
に
も
、
一

人
一
人
の
協
力
を
引
き
続
き
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

空
家
対
策
に
つ
い
て

質
空
家
対
策
に
つ
い
て
は
、
か
わ
う

ち
ラ
ボ
が
登
録
制
度
で
購
入
希
望

者
に
情
報
の
提
供
を
し
て
い
ま
す
が
、
先

般
、
第
一
行
政
区
か
ら
第
八
行
政
区
の
家

屋
調
査
を
し
た
結
果
相
当
数
の
空
家
が
あ

る
事
が
判
明
し
た
の
で
す
が
、
現
実
的
に

は
、
何
ら
か
の
修
理
、
修
繕
を
し
な
い
と

入
居
出
来
な
い
物
件
が
殆
ど
の
よ
う
で
す
。

空
家
物
件
の
所
有
者
に
修
繕
、
修
理
費
用

の
一
部
負
担
を
行
政
が
行
う
事
で
、
今
ま

で
以
上
に
空
家
が
解
消
さ
れ
、
定
住
人
口

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
と
考
え
ま
す
。

　
新
た
な
補
助
制
度
の
新
設
に
向
け
て
議

論
を
重
ね
る
こ
と
に
値
す
る
案
件
で
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
村
長
の
考
え
を
お
伺
い

い
た
し
ま
す
。

答
空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク
業
務
に

つ
き
ま
し
て
、
昨
年
４
月
か
ら　

か
わ
う
ち
ラ
ボ
に
業
務
委
託
し
て
お
り
ま

す
が
、
２
月
末
ま
で
の
実
績
で
は
、
空
き

地
の
登
録
が
２
件
、
空
き
家
の
調
査
中
が

２
件
、
空
き
地
の
契
約
成
立
が
２
件
、
移

住
の
相
談
が
32
件
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

移
住
・
定
住
を
進
め
る
上
で
は
、
住
家

の
提
供
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
空
き

家
の
利
活
用
が
重
要
と
な
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
６
番　

高
野
恒
大
議
員
の
ご
質
問
で

も
お
答
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

空
き
家
物
件
の
流
動
化
を
進
め
る
た
め
の

制
度
は
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
国
や
県
の
動
向
を
見
極
め
な
が

ら
制
度
化
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

併
せ
て
、
現
在
制
度
化
さ
れ
て
い
る
借
り

手
に
対
す
る
補
助
制
度
の
周
知
や
対
象
物

件
の
改
修
費
用
の
概
算
額
が
提
示
で
き
る

よ
う
な
体
制
も
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

質
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
75
歳
以

上
の
高
齢
者
の
方
々
が
免
許
証

の
返
納
が
増
加
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
す
。

　
免
許
更
新
に
つ
い
て
は
、
都
市
部
と
過

疎
地
で
は
状
況
が
違
い
ま
す
。
過
疎
地
は

車
が
な
い
と
非
常
に
不
便
な
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
い
つ
か
は

免
許
を
返
納
す
る
時
期
が
来
る
と
同
時

に
、
外
出
支
援
を
受
け
る
高
齢
者
も
増
加

し
て
来
ま
す
。

　
今
後
外
出
支
援
送
迎
サ
ー
ビ
ス
が
現
状

の
ま
ま
の
体
制
で
行
う
こ
と
が
出
来
る
の

か
ど
う
か
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

今
後
新
た
な
体
制
を
考
え
て
い
る
の
な

ら
、そ
の
方
向
性
を
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

あ
の
震
災
と
原
発
事
故
か
ら
９
年
が
経
過

し
村
は
被
災
の
な
か
、
い
ち
早
く
帰
還
し

村
民
誰
も
が
戻
れ
る
環
境
づ
く
り
へ
様
々

な
施
策
を
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
馴
れ
な
い
環
境
の
な
か
苦
労
の
連
続

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

答
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て　

で
あ
り
ま
す
が
、
原
子
力
発
電
所

事
故
に
よ
る
避
難
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

事
情
で
離
れ
て
暮
ら
す
世
帯
が
増
え
、
震

災
か
ら
10
年
、
高
齢
化
も
進
ん
で
お
り
、

身
近
に
支
え
て
く
れ
る
家
族
が
い
な
い
、

又
は
高
齢
者
世
帯
で
車
の
な
い
村
内
に
居

住
す
る
65
歳
以
上
の
世
帯
や
足
な
ど
の
不

自
由
な
方
が
増
え
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し

た
方
々
に
つ
い
て
は
外
出
の
機
会
が
徐
々

に
減
少
し
、
自
宅
で
の
閉
じ
こ
も
り
が
増

え
人
と
の
会
話
も
減
る
こ
と
に
よ
り
、
人

に
よ
っ
て
は
物
忘
れ
や
痴
呆
な
ど
疾
病
の

併
発
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
特
に
食
料
や
日

常
生
活
用
品
の
調
達
、生
活
資
金
の
工
面
、
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令和３年　第１回臨時会　
２月１２日開催

令和２年度
川内村一般会計補正予算の１議案が可決成立

　令和３年第１回議会臨時会は、２月12日開催された。今臨時会では、令和２年川内村

一般会計補正予算の１議案が審議され、原案どおり可決成立した。

◆議案第１号　令和２年度　川内村一般会計補正予算（第６号）
　新型コロナウイルス感染症対策としてそれぞれの事業への取組みとして、9,403万7
千円を増額し、予算総額を112億1,835万5千円と定めた。

可決された議案

か
か
り
付
け
病
院
へ
の
通
院
支
援
と
し
て

村
社
会
福
祉
協
議
会
の
協
力
に
よ
り
「
外

出
支
援
サ
ー
ビ
ス
」を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
予
約
に
よ
り
、
利
用

し
た
い
時
に
自
宅
ま
で
の
送
迎
を
行
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
ご
好
評
を
い
た
だ
き
、
利

用
者
が
増
え
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
震
災
後
生
活
支
援
の
交
通
機
関

確
保
と
し
て
、
富
岡
、
船
引
、
小
野
方
面

の
路
線
バ
ス
が
運
行
さ
れ
、
通
学
や
買
い

物
等
で
利
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

村
内
に
あ
っ
て
は
、
医
療
施
設
等
を
巡
回

す
る
医
療
バ
ス
や
エ
ナ
ジ
ア
に
よ
る
復
興

バ
ス
が
運
行
さ
れ
て
お
り
、
診
療
所
へ
の

通
院
や
川
内
の
湯
等
特
定
施
設
利
用
な
ど

で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
乗
車
場
所
と

な
る
幹
線
道
路
ま
で
歩
く
必
要
が
あ
り
、

足
腰
に
支
障
が
あ
る
方
に
は
、
不
便
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
い
た
だ
き
な
が

ら
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

議
員
ご
質
問
の
と
お
り
、
高
齢
者
に

と
っ
て
免
許
返
納
は
苦
渋
の
選
択
で
あ
る

と
承
知
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
方
に
つ
い

て
も
日
常
生
活
を
営
む
た
め
の
生
活
支
援

な
ど
、
生
活
交
通
環
境
づ
く
り
と
併
せ
て

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め
改
め
て
検

証
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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議会ホームページもご覧ください

議会議員の紹介、議会構成、議会日程、議会だよりはもちろん、

議会内容を記録した会議録も見られます。ぜひご覧ください。

http://www.kawauchimura.jp/page/dir000045.html

川内村議会

請
願
と
陳
情
の
方
法
は…

　

近
年
、
請
願
や
陳
情
が
増
え
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
請
願
書
や
陳

情
書
は
議
会
に
提
出
す
る
公
式
な

書
類
で
す
か
ら
、
法
律
的
に
定
め

ら
れ
た
要
件
を
満
た
し
て
い
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
形
式

的
要
件
と
い
い
、
こ
の
要
件
を
満

た
し
て
い
な
い
た
め
受
理
さ
れ
な

い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

◆
請
願
書
の
書
き
方

①
表
紙
に
請
願
の
表
題
と
紹
介
議

　員
の
証
明
捺
印

②
次
頁
か
ら
件
名
、
請
願
の
趣
旨

　（理
由
）、
請
願
年
月
日
、
請
願

　者
の
住
所
氏
名
（
請
願
者
は
複

　数
で
も
可
）
捺
印

③
最
後
に
、
議
会
議
長
〇
〇
〇
様

　と
記
載
す
る

　以
上
の
形
式
的
要
件
を
ひ
と
つ

で
も
欠
い
て
い
る
場
合
は
、
受
理

さ
れ
ま
せ
ん
。

　な
お
、
受
付
の
締
切
り
は
、
各

定
例
議
会
開
催
月
の
前
月
末
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
村
の
定
例
議
会

の
開
催
月
は
三
月
、
六
月
、
九
月
、

十
二
月
で
す
か
ら
、
締
切
り
は
二

月
、
五
月
、
八
月
、
十
一
月
の
各

月
末
と
な
り
ま
す
。

　

◆
陳
情
書
の
書
き
方

　陳
情
書
に
は
議
員
の
紹
介
は
い

り
ま
せ
ん
。
そ
の
他
に
つ
い
て
は

請
願
書
と
同
じ
で
す
。
な
お
、
陳

情
は
議
員
で
の
採
択
は
さ
れ
な
い

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

な
る
べ
く
請
願
で
出
す
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　◆
様

　式

　請
願
書
は
次
の
様
式
で
作
成
し

て
く
だ
さ
い
。

令
和


